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１．概要（Summary） 

海鳥の飛行中の大気速度を計測するためにピトー管型

の小型風速センサを開発した。海鳥は海中に潜水するた

め、ピトー管の孔に多孔質フィルムを取り付けることで、風

速計測可能でかつ防水機能を持つセンサを実現した。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
超高速大面積電子線描画装置 
マスク・ウエーハ自動現像装置群 
ステルスダイサー 
 
【実験方法】 

提案するピトー管は中空の円筒と側面に穴があいた球

で構成され，動孔と静孔の圧力差を検知する素子として，

ピエゾ抵抗カンチレバー型の差圧センサが球内に配置さ

れている．管の先端と球の側面に孔が形成されており，2
つの孔の圧力の差から風速を検出する．また防水機能の

ため，直径 200 nm のナノホールアレイを有する陽極酸

化アルミナ膜が 3 か所の孔に貼り付けられる．空気がナノ

ホールアレイを通過する一方で，水はラプラス圧力によっ

て中に浸透しない．これにより，風速の計測を妨げること

なく防水機能がピトー管に付加される． 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
試作したピトー管型風速センサの風速に対する応答を

計測した．センサを風洞に配置し，風速を 2 m/s から 10 
m/s まで 1 m/s ずつ変化させた際の応答を計測した．実

験結果を図 3(b)に示す．印加する風速が増加するに従っ

て，抵抗変化率は増大した．センサのノイズレベルと比較

すると分解能は 1 m/s 以下となった． 
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